
















(19ヰ1)に依って分離されたvariantl, 2, 12 :
-:1,5即S.paratyphiA〔以下P. Aと略記)








Barnes & Babcock望> (1950)によって自然林
として患者(enteric fever)尽から分離され
て居る.







































































































S. paratyphi I王var. odens 8085
S. reading
S. cholerae suis var. Kunzeiidorf
S. oslo
1350
4,12i,〔12望〕　: b : 1,2-









S･ typhi･O 901 W
S. enteritidis 1891
S. rostock
S. typni R2 rough
Vi 9,12i,　　12s: d : -




Senftenberg S. senflenberg I, 3,1　　　　　:g,s,t: -
〔註〕 〔 〕 means that these antigens are subject to form-variation. (F. Kauffmann持) 〔1941〕)























































































Reading-O血清　Reading lOCPC2.5Hけ1 0.2 0.4 0.8 1.6 〔5回〕　E　雪喜呂呂
paratyphiB-OH血清ParalyphiB 56-C30M 0.1 0.2 0-4 0-8 1.6 〔5回〕　1…≡oO呂















































































































































































































































































































1 :被吸収血清, 〔 〕内は免疫原処置
●





O 901 W: - S. 1yphiO901W
P. B:　　　　s. paraiyphi B











































































































































































































































































































































































































1> 4, 5. 12-1.〔122〕 : b : 1,2-.
6, T 1,5-
6, 8 :d:1,2--
Vi, 9, I2i, 12珪:d:-
~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l■　　-I-
(1〕. 9, 12i,〔122M2s :g,m:-
1, 3, 19 :d:*i
Ia,　　　Ic,　lVi
S. paralyphi B 6617　　　生













































































































として1, 2各因子血清　Niloese血清〔1, 3, 19;
o抗体1共通〕, Tヨ血清(Vi,9, 12i, 12n; 12i> 12托
抗体共通つが供試された.何れも25陪稀釈の濃度に放









































































































































































































form, 14- form, 1士form　と呼ぼれる3型の
















































































































































































叙上の所見には, I, 6, 12原等に認められ
る所謂　form variation　に撰するものを想わ
しめるものがある.
form variationに就いては複報に於て記述
する予定であるが,丑では1国子血清が例え
ばP.A免疫血清をDura乞210で吸牧して得ら
れた場合I其の本態は(I+L,Vi)血清であ
り得る場合が考えられることを提唱してぉき
たい.之に就いては尚第3報に於て触れる予
定である.
亦1並にL.Vi抗原抗体夫々の耐劫性から
推して, l抗原模索の為には少くも100-C60
M以上による加熱処置反応原が供試さるべき
こと,叉L.Vi原検索相の血清は70つCIHの
処置が施される時益々合目的であることも本
稿実験をと依って収め得られた所産である.
Vi,凡Vi, L.Vi間に漉ける鑑別同定とL.Vi
Φ精白性に関する考察
戯上の諸考察を掩括すると,既知の各種抗
原を逐一否定することに依って,著者の術式
に於て分離された血清L.Viに対しては一応
其の抗原的独自性が認められたことになる.
然しながら侍考察を要す畠疑点が残されて
居る.
(1)先づFelix等のA.Vi原と著者のL.Vi
原,並にTyphi Vi腐(T.Vi)との間に於け
る鑑別同定の問題である. A.Viは氏等によれ
ぼ嘗てViと呼ぼれたに拘らすL.Vi原と共に
明かにT.Vi原とは性状を異にするものであ
る｡著者はFelixに嘩する捷を試みた他,既
述した様忙振整洗聴損作の加味された　60-C
15⊥60M処置法も反覆施行したのであるが,
S. paratypm Aの抗原構造K一関する研究
何れの場合も.Felix等の記載と全く一致する
所見は得られて居ない.
次に著者はFelix等]望)の記載が簡略なた
め氏の法に準するものとtノて100-C2.5H加
熱(非洗聴)法を採ったのであるが,.最近の
氏の柴報14)からすれば,氏のA,Viは加熱
洗聴韓に拠るものと解するのが妥当の様忙考
えられる.戟には即ち方法論からしてA.Vi
と　L.Viは一致しないものとの判定を一応
ーFしておくことにすろ.
斯くて著者はL.Vi4=A.寸i幸Viとし　A.Vi
原は之を証明し得なかったとするKauffmann
の所説に讃意を表する.然し何A.Viに就い
ては検討すべきものが残されて居る.第2報
以下に於て言及する予定である.
(2〕次はL.Viの独自性に萌する問題である.
叙上1-8項に於ける考察並に見解からP.A
に於ける既知抗原と　L.Viは異なること即ち
結
1.本研究はS. paratyphi A　に於ける未
知抗原嘩忙所謂非耐性抗原の証明を意図して
行われたものである.
2.本研究に際しては矧こ供試資料のS,R
純度に就いて肖意された.亦長期に亘る海料
の性状固定と供試株分溺の目的を以て菅者等
の集落内色像が適月ヨされたが'本像所見に依
ってS. paratyphi Aは4種の集落型(A,B,
C,D) K&別され,本稿では其の中2種(C,
D)が主材として供試されている.
3.実験はFelix& Pittの提唱したS.pa-
ratyphiAに於けるVi抗原の存否,並に其の
抗原的独自性或は特異性等を確める目的の下
に,先づ氏等の100-C2.5H加熱吸牧原珪に
準する術式が採用された.
4.斯くて従来のantigemcschemaには記
載が無く,而して下記する様な性状を持つ或
種の非耐性抗原の存在が確認された.
5.本抗原の諸性状を要約すると次の様に
なる.
(1)本抗原は既知の所謂0,H並にViと
は異なる琉原で,抗原的独自性を示して居る.
1017
其の準自性は認められたことに怒る. I
故に他のSal皿onellaに対する特異性であ
るが, Felix等の所謂Vi 〔A.Vi)なる用語は
現行のSalmonella schemaに放ける様に其の
凝集原性に基いて定義された外形的なものを
意味するものではなく, ･所謂Virulenceに関
聯.することを語義の主体とした普遍性のある
内容的略号と解すべきことはFelix14>(1952〕
の報告に明かな処である.斯かる意味に於け
るA. Vi抗原の某在並に其の特異性に関して
は'著者は自験に基いて氏等の柴蹟を葺持す
るものである.
要約すれぼS. paratyphi Aに放ける所謂
A二vi抗原の存在はKauffmannと等しく一応
之を否定する.然し特異性を有する非耐性原
の存在に対しては　Felix & Pittの所説に讃
意を表する.
舌五
Ft口
(2)本抗原は　Salmonellaの既知菌撞金
側に迄は及び得てないが,少くも各　Group
より任意に選出された菌種との聞に特異性を
示すものである.
〔3〕木枕原の反応原性は100-C30Mで梢
減退, 100-C IHで完.#する.
(4)本抗原の吸収原性は60-C IH耐性,
100-C 2.5H非耐性である.
(5〕本抗原の免疫原性は100-C2.5H非耐
性である.
(6)豪兎生菌免疫(0.05-+1.6mg/kg　ヰ-
5回)に際して得られる本抗原対応の抗体価
は800-1600x (之に就いては侍壊報参照)
である.
(7)本抗体の性能は70-CIH迄は不変で
あるが75-C IH処置に依って完滅する.
(8)本抗原抗体反応塊は微細期粒状で,節
謂0型反応塊の性状を示して居る.亦本反応
塊は, 37-C2-6H限では殆ど重く発現しな
い.
本抗原は対応抗体の分離過程から推しても
Somatic antigen　と考えられるが,亦之等は
1018　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉　　　　　　　　田
絶てL. Viを一応所謂Iabile antigenと看倣
し得る所見でもある.
(9〕本坑原は1,6, 12原等に親られるfo一皿
variation　を示し得る抗原かと考えている.
現在P.A-C, P.A-D, Durazzoが夫夫
Form++, Form十　Form-に相当する所見
と　A,B,C,D各集落型問の分離状態が知ら
れて居るが　form variationに就いては複報
に於て吏めて触れる予定である.
p.A-C, -D, Durazzoに於ける本抗原の
配合状態から明かな様に二,例えば従来の吸収
衝式に従って0因子血清1等を調製するに当
っては,供試賀材の抗原構造に関して充分な
吟味が必要である.之に就いては侍後報に於
て詳述される｡
〔10〕本抗原には　0-inagglutinability　は認
められない.
6.所謂A.Vi原と命名されるFelix&
pittの抗原の存在には戯上の所産からして現
在の処同意L得ない.この点ではF. Kau任-
mannの反論に諾意を表する.
然しS. paratyphi Aに於ける特異性'非
耐性原の実在に関するFelix等の撞唱に対し
ては,自験に立って之を支持する.
参考文献‥　終静こ放て一括掲載する.
〔昭29. ll. 1受付　輯別掲載〕
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